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ハロウィン(Halloween)は、今や発祥の地とされるアイルランドやスコットラン
ドから多くの国に伝わってきました。それぞれの国の文化と融合して定着して
います。アイルランドなどで何世紀にもわたって祝われてきたハロウィンの習
慣は、19世紀にアイルランドなどからの移民によってアメリカに持ち込まれま
した。 
 
ハロウィンの起源にはいくつかの説があります。一説には、ハロウィンの伝統
の多くは、古代ケルトの収穫祭、特に異教徒のルーツとされるゲール人の祭り、
サムハイン(Samhain)の影響を受けたとされています。ゲール人とはケルト人の
祖先で、アイルランドやスコットランド住んでいた人々です。サムハインは、
夏の終わりを意味し、収穫を祝う祭りのことです。 
 
ハロウィンは、初代の教会によって万聖節と
その前夜祭としてキリスト教化された可能
性もあるという説もあります。万聖節とは、
カトリック教会の祝日の一つで、全ての聖人
と殉教者を記念する日とされ、ハロウィンは
万聖節の前夜祭で、キリスト教の祝日として
始まったと考える学者もいます。 
 
別な学者は、ハロウィンはもともと古代ケル
トの宗教的なお祭りから発生したもので、キ
リスト教などにおける宗教的な意味合いは
持たないとも主張します。 
 
ついでですがプロテスタントの教会では、聖
人崇拝という概念がないので、諸聖人の日を
祝う習慣も存在しないので、ハロウィンは教会の行事とはなっていません。で
すが毎年 11 月 1 日を先に亡くなられた召天者を記念する日として「全聖徒の



日」と定めています。 
 
ハロウィンでは、カボチャのロウソク立てを「ジャック・オー・ランタン」と
呼び、家々の玄関前や庭に並べる習慣があります。善霊を引き寄せ、悪霊たち
を遠ざける鬼火であるという言い伝えがあります。 
 
ハロウィンの夜は、習慣として仮装した子どもたちが近所の家々を訪ね、「Trick 

or Treat?」とその家の人に声を
掛けて歩きます。その言葉に
「Happy Halloween」と答える
大人が、チョコレートやキャン
ディーなどのお菓子を子ども
たちにあげるのがハロウィン
の風習です。「Trick」は「悪だ
くらみ」や「悪ふざけ」などの
意味で、「Treat」は「もてなし」
とか「歓待」という意味です。 
 
アイルランドなどで宗教的なお祭りから発祥したハロウィンも世界中に広まり、
日本の大人の暦にも定着しつつある感があります。これが子どもの世界に広ま
ると、日本の祭りの一つとなるかもしれません。 


